５－２ 地域包括支援センターについて

公正・中立な立場から、地域における ①介護予防ケアマネジメント業務、②総合相談支援及び権利擁護業務、③包括的・継続的マネジメント支援業務を担う中核機関として、地域包括支援センターが設置されている。

○運営主体：市町村または市町村から委託を受けた法人等
○標準的な職員体制：保健師等１名、社会福祉士 １名、主任ケアマネジャー １名

〔センターの業務内容〕

１  介護予防ケアマネジメント業務  
1 予防給付のケアマネジメント

2 介護予防・日常生活支援総合事業のケアマネジメント

２  総合相談支援及び権利擁護業務 
① 地域におけるネットワーク構築業務（地域の様々な関係者のネットワーク構築等）

② 実態把握業務（高齢者戸別訪問、近隣住民・非同居家族からの情報収集等）

③ 総合相談支援業務（初期相談、情報提供、継続的・専門的相談、個別支援計画策定等）

④ 権利擁護業務（成年後見制度活用、老人福祉施設等への措置支援、虐待等の防止、消費者被害防止等）
３  包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 
① 日常的個別指導・相談業務（ケアプラン作成指導、担当者会議開催支援、事例検討会等）

② 支援困難事例等への指導・助言業務（具体的な支援方針の検討、指導助言等）

③ 包括的・継続的なケア体制の構築業務（医療機関を含む地域関係者との連携体制構築等）
④ 地域におけるケアマネジャーのネットワークの形成業務（情報交換の場の設定等）

⑤ 介護予防ケアマネジメント業務・介護予防支援・介護給付のケアマネジメント相互連携

【地域包括支援センター運営協議会】

   地域包括支援センターの適切な運営、公正・中立性の確保その他センターの円滑かつ適正な運営を確保するため、市町村（保険者）が設置する。
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